
何
卒
昨
春
之
り
ヴ
ァ
イ
バ
ル
の
精
神
を
失
は
す
信

御
を
以
て
学
校
の
基
礎
ピ
な
レ
、
学
術
を
城
て
左

右
の
翼
ピ
あ
レ
弥
振
ひ
、
弥
勉
め
、
生
徒
諸
君
之

生
基
督
の
あ
又
邦
家
の
あ
御
愚
力
あ
ら
ん
事
を
日

夜
祈
居
候
新
象
之
家
は
彰
栄
館
ピ
称
せ
ら
飢
候

由
、
誠
に
美
は
レ
き
名
ピ
春
レ
、
又
我
輩
之
事
業

之
其
屡
に
負
か
さ
る
様
致
度
春
候
:
:
:

新
島
襄
の
言
葉

宮
澤
正
典

爰
子
大
学
現
代
社
会
学
部
特
任
教
遥

一
八
八
四
(
明
治
一
七
)
年
一
 
0
月
三
日
付
、
妻
八
重
宛
の

新
島
書
簡
。
同
年
九
月
一
八
日
イ
ギ
リ
ス
の
り
バ
プ
ー
ル
港
を
発

ち
、
ニ
ハ
日
に
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
多

分
第
二
信
。

新
島
は
こ
の
欧
米
旅
行
を
し
ば
し
ぱ
養
生
の
旅
と
述
べ
て
ぃ
る

こ
の
日
ま
で
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
多
く
の
旧
知
に

が
、

再
会
し
た
。
ま
た
「
今
日
ハ
ニ
十
年
前
初
て
ア
ン
ド
ワ
神
学
校
に

参
り
候
一
十
年
前
に
御
坐
候
」
と
書
ミ
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
.
ア
カ

デ
ミ
ー
時
代
に
下
宿
し
た
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ン
宅
に
泊
っ
て
感
懐
を

深
く
し
て
い
る
。
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
常
に
同
志
社
に
思
い
を
馳
せ
て
い
て
、
市
原
盛
宏
ら

宛
で
は
、
大
学
設
立
の
た
め
の
募
金
な
ど
の
目
的
を
達
成
で
き
な

け
れ
ば
再
ヒ
諸
君
二
御
面
会
申
マ
ジ
ト
決
断
仕
候
L
 
な
ど
と
書

い
て
い
る
。
前
年
ス
ィ
ス
の
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
登
撃
中
に
呼
吸
切
迫
、

容
牝
慧
化
し
て
、
苦
痛
の
な
か
で
遺
書
を
し
た
た
め
た
よ
う
に
、

安
静
保
養
を
必
要
と
し
健
康
不
安
に
直
面
し
な
が
ら
、
八
重
宛
の

各
書
簡
に
も
、
上
掲
の
よ
う
な
同
志
社
へ
の
愚
を
綴
っ
て
ぃ
た
。

む
し
ろ
「
我
力
東
洋
ノ
敗
興
ハ
偏
へ
二
基
督
教
会
卜
該
主
義
大
学

ノ
ニ
物
二
関
ス
ル
ト
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
サ
」
る
(
市
原
他
宛
)
こ

と
の
実
現
を
期
す
気
腕
に
満
ち
た
旅
で
あ
っ
た
。


